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糊
型

ぎ
千
呼
一峰

牲
越

硼

日
刊

（行
政
機
関

の
休

日
休
刊
）

――――‐‐‐
――――‐‐‐
目
‐――――‐‐
―――――――
‐―――――‐
次
―――――‐‐
―――――――

皇
園
　
　
一不
〕

○
原
戸
籍
の

一
部
が
滅
失
し
た
件

（法
務
二
六
〇
）

○
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（同
二
六

一
）

Ｏ
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相

互
防
衛
援
助
協
定
第
七
条
及
び
附
属
書
Ｇ

に
基
づ
く
資
金
の
提
供
に
関
す
る
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件

（外
務
四

一
一
）

○
所
得
税
法
施
行
規
則
第
四
十
条
の
八
第
四

項
及
び
法
人
税
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条

の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
を
指

定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（文
都
科
学

一
九
七
）

Ｏ
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
第
十
八
条
第

一

項
の
規
定
に
基
づ
き
登
録
の
更
新
を
行

っ

た
件

（経
済
産
業
二
三
五
）

Ｏ
中
小
企
業
支
援
法
第
十

一
条
第

一
項
の
規

定
に
基
づ
き
中
小
企
業
診
断
士
を
登
録
し

た
件

（同
工
一壬
◇

○
地
す
べ
り
防
止
区
域
を
指
定
す
る
件

（国
土
交
通

一
五
二
七
～

一
五
三
四
）

Ｏ
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（同

一
五
二
五
）

Ｏ
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（同

一
五
三
六
）

編 集・E「 刷
独立行政法人国立印刷局

◇

Ｏ
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（関
東
地
方
整
備
局
三

一
一
～
三

一
七
）

Ｏ
道
路
に
樹
す
る
件
　
　
，　
　
　
　
　
一

（中
都
地
方
整
備
局

一
四
四
、　
一
四
五
）

Ｏ
道
路
に
関
す
る
件
　
　
　
　
　
　
　
・

Ｏ道（働畔醐効畢作ｉ備ｉ局一「「一

（中
国
地
方
整
備
局

一
二
九
）

Ｏ
道
路
に
関
す
る
件

（四
回
地
方
整
備
局

一
〇
こ
〉

Ｏ
道
路
に
関
す
る
件

（沖
縄
総
合
事
務
局
四
九
）

〔国
会
事
項
〕

〔人
事
異
動
〕

法
務
省
　
最
高
裁
判
所

〔叙
位
・叙
勲
〕

〔皇
室
事
項
〕

〔官
庁
報
告
〕

労
　
　
働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（岡
山
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
七
）

国
家
試
験

令
和
四
年
度
情
報
廻
理
安
全
確
保
支
援
士
試

験
及
び
情
報
処
理
技
術
者
試
験

（経
済
産
業
會

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
の
公
告

（回
土
交
通
省
）

,>

ё

〔資

　

料
〕

機
械
受
注
統
計
調
査
報
告
（令
和
三
年
十
月
）

（実
績
Ｘ
内
閣
府
）

〔公
　
　
告
〕

諸

事

項

宮
庁財
団
関
係

裁
判
所
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、
特
別

清
算
〔
会
社
更
生
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

ブ、
〓
⇔

一示

０
法
務
省
告
示
第
二
百
六
十
号

長
野
県
茅
野
市
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の

一
部
が
滅

失
し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
友

に
掲
げ
る
者
は
、
令
和
画
年

一
月
二
十
日
ま
で
に
、
同
市

長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一　
当
該
原
声
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、

申
請
、
請
求
若
し
く
は
鳴
託
を
し
、
又
は
戸
緒
に
記
載

を
要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に

申
し
出
る
こ
と
。

一
一　
前
項
に
掲
げ
る
原
戸
籍
の
踏
本
、
抄
本
又
は
原
戸
籍

に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

現
に
所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注
　
立尽

一　
申
出
は
、
口
顕
で
も
差
し
支
え
な
い
。

一
一　
申
出
の
手
続
に
つ
い
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
茅
野
市
役
所
又
は
長
野
地
方
法
務
局
諏
訪
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
日
法
務
大
臣
　
吉
川
　
禎
久

長
野
県
諏
訪
郡
豊
平
村
二
十
八
番
地
　
　
　
長
田
　
正
十

０
法
務
省
告
示
第
二
百
六
十

一
号

左
記
の
者
の
中
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
日
法
務
大
臣
　
古
川
　
禎
久

中
剤
　
洲
刈
撲
苗
洲
図
漑
舶

ド
引
団
Φ
酪
馬
―
質
寓
舶

蹄
Ｍ
幹
　
報
部
ω
常
∞
Ｍ
Ｆ
口
得

膨
剤
　
齢
川
瀬
労
ｃ
桜
報
卦
罰
け
〕
「
田
硝
謀
ヽ
難

】
↓
マ
・
ヽ
斗
く
ヽ

お
苺
―
マ
　
轟
営
留
樹
卜
渤
埓
ロ

件】
キ
マ
‘
肘
＝

・
サ′，
マ
・
口
く
　
相
爵
も
れ
蔦
渤
館
ロ

卜】
士
マ
・
――
マ
，
―ｌ
μ
Ｉ
　
引
爵
鴬
，
∞
湧
怒
コ
辟

膚
訊
　
糾
当
卦
糾
疇
日
◆
熱
嘲
附
離
民
料
琳
諄
３

×
ヽ
Ｈ
マ
・
章
ペ
マ

・
Ч
ぺ
ぐ
　
Ч
爵
∞
常
⇔
と
ω
Ⅲ

件
甫
剤
　
齢
鵬
加
拇
営
計
加
澪

Ｐ
引
唖
『
駕
螂
津
伽

マ
ｌ

ｏ
「
へ
・
弩
マ
・
ア
】
マ
ヽ
　
コ叫
営
駕
れ

〕
激
∞

コ
眸

醇
剤
　
測
測
芸
摯
酎
図
獣
謝
心
引
田
ф
螂
Ｓ
Ｉ
こ
３
部

弩
Ⅶ
呵
斗
―
ラ

・
】
】
こ
・
現
半
Ч
ド
α
半
　
墨
営
霞

■
８
滋
誤
団
卜

南
剤
　
芦
日
封
＞
諭
丼
穏
い
引
ｍ
∞
琳
】
帥

瓶
郡
Ｍ
　
轟
営
端
翁

μ
激
ぷ
田
眸

圭
臼

腑



7 令不H8年 12月 20日 月曜日  官   報 第 640号
質
問
室
意
書
提
出

十
二
月
十
六
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
及
び
痛
く
な
い
婦
人
科
検
診

の
方
法
の
普
及
促
進
に
関
す
る
質
問
主
慧
書

（塩
村
あ

や
か
提
出
Ｘ
第

一
五
号
）

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
拡
充
に
関
す
る
質
問
主
慧
書

ハ塩
村
あ
や
か
提
出
Ｘ
第

一
六
号
）

プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
案
の
事
前
評
価
書
に
記
載
の

一剌
“制
を
実

施
し
な
い
場
合
の
将
来
予
測

（ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
に
関

す
る
資
聞
主
意
書

（浜
田
聡
提
出
Ｘ
第

一
七
号
）

プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
県
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
案
の
事
前
評
価
書
に
記
載
の

「課
題
、
課

題
発
生
の
原
因
、
課
題
解
決
手
段
の
検
討
」
に
関
す
る

質
問
主
意
書

（浜
田
聡
提
出
Ｘ
第

一
八
号
）

プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
案
の
事
前
評
価
害
に
記
載
の

「直
接
的
な

効
果

（便
益
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（浜
田
聡
提
出
）

（第

一
九
号
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
案
の
事
前
評
価
書
に
記
載
の

「副
次
的
な

影
響
及
び
波
及
的
な
影
響
の
把
握
」
に
関
す
る
質
固
主

意
害

（浜
四
聡
提
出
Ｘ
第
二
〇
号
）

再
処
理
工
場
の
高
レ
ベ
ル
廃
液
重
大
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
基
準
を
尊
重
じ
再
審
査
を
求
め
る
こ
と
に

関
す
る
質
問
主
意
害
含

島
み
ず
ほ
提
出
Ｘ
第
二
一
号
）

法

務

省

芳
野
　
友
子

法
制
審
議
会
委
員
に
任
命
す
る

（十
二
月
十
六
日
）

最
高
裁
判
所

Ｏ
官
吏
死
亡

簡
易
裁
判
所
判
事
浦
崎
治
は
十

一
月
二
十
八
日
死
亡

Ｏ
叙
位
（横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）

正
四
社
に
叙
す
る

権
上
　
熊
男

M

:∋

（名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

正
八
位

従
四
位
に
叙
す
る

（各
通
）

糸
魚
川
淳
こ

．
井
上
　
　
賞

猪
久
保
章

一
郎

従
五
位
に
叙
す
る

石
亀
　
　
嶽
　
　
大
浦
　
武
雄
　
　
揖
　
　
春
夫

志
村
　
進

一　
　
上
国
　
民
資
　
　
中
島
　
　
彰

蒔
苗
昭
二
郎

正
六
位
に
叙
す
る

（各
し

従
六
位
に
叙
す
る

（各
通
）

士
屋
　
重
展
　
　
藤
原
　
広
文
　
　
一二
浦
今
朝
央

二
浦
　
　
秀
　
　
米
山
　
勝
義
　
　
済
造
　
其
雄

正
七
位
に
叙
す
る

〈各
通
）

平
松
　
　
齊

従
七
位
に
叙
す
る

（以
上
十

一
月
十

一
日
゛

内
田
　
松
樹
　
　
江
日
　
正
典
　
　
遠
藤
　
正
昭

従
五
位
に
叙
す
る

（各
通
）内
山
　
博
雄
　
　
織
本
　
　
正

佐
川
　
敏
夫
　
　
千
場
　
構
勝

正
六
位
に
叙
す
る

（各
通
）

全
一等
陸
佐
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
粟
盛
　
雄
敏

鵜
飼
　
明
夫
　
　
大
高
　
孝
雄
　
　
河
原
　
逸
郎

小
林
　
康
次
　
　
佐
川
　
徹
三
　
　
嗣
上
満
智
子

中
道
　
　
冷
　
　
永
国
　
陸
治
　
　
奈
良
　
義
行

根
本
　
　
豊
　
　
林
　
　
　
桂
　
　
政
本
　
憲
二

松
岡
恒
二
郎
　
　
森
固
　
一万
啓
　
　
若
生
　
茂
雄

従
六
位
に
叙
す
る

（各
通
）

尾
崎
　
明
緯
　
　
伸
路
　
敏
臣
　
　
前
田
　
信

一

正
七
位
に
叙
す
る

（各
通
竹
位
　
節
雄
　
　
藤
原
榮
太
郎

従
七
位
に
叙
す
る

（各
通
Ｘ
以
上
十

一
月
十
二
日
）

長
谷
川
和
夫

従
四
位
に
叙
す
る

片
倉
　
常
夫
　
　
早
田
　
　
透

従
五
位
に
叙
す
る

（各
通
）

大
堀
　
義
治
　
　
小
川
　
道
久
　
　
一島
塁
　
良
春

中
村
　
次
雄
　
　
早
川
　
弘
税
　
　
松
利
　
治
雄

正
六
位
に
叙
す
る

（各
通
〉

井
川
　
　
仁
　
　
岩
淵
　
淳

一　
　
梅
林
　
良
定

沖
津
　
四
郎
　
　
熊
谷
　
定
司
　
　
小
油
　
　
忍

鈴
木
　
　
等
　
　
樽
法
谷
善
司
　
　
藪
劇
　
　
潔

従
六
位
に
叙
す
る

（各
通
）

躁吾篭劣
松豊芸案男春充郎

覇霧架暑

続羅蓬播

渡 都 桑
辺 高 原
員

欝遷諦

i渉

五
七
位
に
叙
す
る

（島
根
県
警
視
）

従
七
位
に
叙
す
る

（各
通
Ｘ
以
上
十

一
月
十
二
日
）

浅
利
　
昌
孝
　
　
宇
野
督

一
熱
　
　
西
島
本
用
吉

日
比
野
　
弘
　
　
廣
兼
　
文
夫
　
　
諜
田
　
健
司

松
岡

．
武
平

従
五
位
に
叙
す
る

（各
通
）浅
野
　
佳
三
　
　
井
関
　
　
功

伊
藤
　
　
歳
　
　
大
内
　
　
勤

正
八
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
　
　
　
寛

小
井
戸
雅
典
　
　
西
川
　
　
勇

正
六
位
に
叙
す
る

（各
通
）

浅
田
　
　
剛
　
　
岡
田
　
昭
彦
　
　
小
川
　
一二
郎

奥
田
　
誠
作

　

菊

　

　

蒸
　
　
小
屋
　
豊
孝

佐
々
木
　
誠
　
　
佐
々
木
溶
夫
　
　
鈴
木
　
博
文

堤

　

清
人
　
　
古
田
　
幸
エ

従
六
位
に
叙
す
る

（各
逸
）

石
坂
　
　
尚
　
　
大
西
　
良
生
　
　
糟
木
　
幸
範

村
田
　
典
三
　
　
森
田
　
長
喜

正
七
位
に
叙
す
る

（各
通
）

山
内
　
目
蔵

従
七
位
に
叙
す
る

（以
上
十

一
月
十
四
日
）

従
七
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
比
奈
正
行

島
峯
　
　
豊

従
五
位
に
叙
す
る

（各
通
）

小
高
　
　
章

正
六
位
に
叙
す
る

伊
賀
　
肇

一　
　
白
井
　
敏
正
　
　
横
山
昌
次
郎

従
六
位
に
叙
す
る

（各
通
Ｘ
以
上
十

一
月
十
五
耐
）

生
田

　

・譲

従
五
位
に
叙
す
る

（十

一
月
十
六
日
）

吉
関‐
　
　
聖
ユ　
　
吉
成
　
健
議

従
五
位
に
叙
す
る

（各
通
）

（岐
阜
県
白
川
町
議
会
議
員
〉
　
　
　
安
江
　
孝
弘

正
六
位
に
叙
す
る

山
崎
　
一
彦

従
六
位
に
叙
す
る

（以
上
十

一
月
十
七
日
）

沖
園
　
　
富
　
　
武
藤
　
新
平

正
七
位
に
叙
す
る

（各
通
Ｘ
十

一
月
十
八
日
）

・　
　
　
　
　
　
　
　
■
・
　

　

斎
藤
　
茂
春

こ
七
位
に
叙
す
る

（十

一
月
二
十

一
日
）

虫宙吾  東
Jl時 郷

義 夫
昭 香  深

Ｏ
叙
勲

旭
日
単
光
章
を
授
け
る

（十

一
月
十

一
日
）

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

（十

一
月
十
二
日
）

旭
日
双
光
章
を
侵
け
る

岡
郡
定

一
郎

佐
川
　
撤
三

梅
林
　
良
定

岡
留
　
浩

一　
　
平
林
木
美
夫

増
田
　
義
人
　
　
本
村
　
覺
二

旭
日
単
光
草
を
授
け
る

（各
通
Ｘ
以
上
十

一
月
十
三
日
）

小
屋
　
豊
孝

旭
日
双
光
章
を
撰
け
る

北
爪
　
一
郎
　
　
坂
入
　
和
之

旭
日
単
光
章
を
授
け
る

（各
通
Ｘ
以
上
十

一
月
十
四
日
）

森
　
　
純
男

旭
日
単
光
章
を
授
け
る

（十

一
月
十
五
こ

晴
山
　
祐
孝

旭
日
単
光
章
を
授
け
る

（十

一
月
十
六
日
）

（岐
埠
県
白
川
町
議
会
議
員
）　
　
　
安
江
　
孝
弘

・旭
自
双
光
章
を
授
け
る

一　
　
　
　
　
　
根
本
　
相
次

旭
日
単
光
革
を
授
け
る

（以
上
十

一
月
十
七
日
）

・
　

（名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）　
　
　
　
糸
魚
川
淳
二

瑞
宝
小
猥
章
を
授
け
る

石
亀
　
　
嶽
　
　
大
浦
　
武
雄
　
　
小
方
宏
太
郎

織
　
　
春
夫
　
　
志
村
　
造

一　
　
空
虎
　
宏
充

中
島
　
　
彰
　
　
馬
場
　
照
雄

瑞
宝
双
光
董
を
接
け
る

（各
通
）

平
松
　
　
齊
　
　
藤
原
・
広
文
　
　
渡
辺
　
雅
朗

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る

（各
通
Ｘ
以
上
十

一
月
十

一
日
）

二^
等
陸
佐
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
粟
応
　
雅
敏

大
高
　
孝
雄
　
　
小
林
　
膜
次
　
　
佐
川
　
敏
夫

■
位
　
節
難
　
　
仲
路
　
敏
臣
　
　
干
場
　
終
勝

前
田
　
信

一　
　
松
岡
恒
三
郎
　
　
森
田
　
一死
幣

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

（各
通
）

鳩
飼
　
明
夫
　
　
西
　
　
和
郎
　
　
藤
原
榮
太
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る

（各
通
Ｘ
以
上
十

一
月
十
二
日
）

小
川
　
道
久
　
　
中
村
　
次
雅

早
川
　
弘
悦
　
　
藪
田
　
　
潔

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

（各
通
）

菊
地
　
建
薦
　
　
畑
中
　
　
優

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る

（各
通
Ｘ
以
上
十

一
月
十
三
日
）

浅
田
　
　
側
　
　
石
坂
　
　
尚
　
　
伊
藤
　
　
洋

宇
野
督
一
郎
　
　
大
内
　
　
勤
　
　
菊
　
　
　
薫

花
々
木
　
誠
　
　
佐
々
木
浴
夫
　
　
槍
木
　
幸
範

画
島
本
用
吉
　
　
藤
田
　
健
司
　
　
村
田
　
典
三

森
田
　
長
喜
　
　
曲
内
　
昌
歳

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

（各
通
Ｘ
十

一
月
十
四
日
）


